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を開発することを目的に、以下のことを明らかにすることとする。 8 週間 1 回、7 週間 2
回、合わせて 3 回の長期臨床実習を通して記述された、各期の全体を振り返った「振り返
りシート」から、作業療法学生の実習における学びのプロセスを、探索的に明らかにする。 



















 行動目標では、臨床実習 I で自分の内面を振り返り、疑問を掘り下げる姿勢や、コミュ
ニケーションの方法について、具体的な実行や行動の変化が必要であると記載されていた。
また、基本的知識を深めることに加え、対象者と自分自身の関係性についての記載が認め
られた。疑問を掘り下げる姿勢は、臨床実習Ⅲになると、疑問をもつことから分析するこ
とや文献からエビデンスを求める姿勢に変化していた。また、国家試験に向けての知識の
再確認が出現していた。 
【考察】学んだ事、今後の課題では、臨床実習 I とⅢの学習目標に沿って出来たこと出来
なかったことが記載されていたと考えられた。一方、今後の行動目標は、Dreyfus （Dreyfus 
Dreyfus, 1987）が述べた、技能修得モデルの中級者以上が示す行動である、全体像を見る、
理論原則を振り返る姿勢、自己補正や自己改善などが挙げられていた。これは、振り返り
シートを作成する際に、学内教員が助言を行ったことが大きいと考えられた。具体的な体
験を受け、抽象的な概念化、そして能動的な試みへ進むため、上級者から初学者への助言
が重要であることが示されたと言える。  
